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第 41 回 ステレオ写真と鏡 （5） レンズとプリズム 

 

前回は結像レンズとミラーやプリズムの組合せを

取り上げましたが，プリズムに関しては興味深い事

柄が数多くあります。単純に薄い凸レンズと山形の

プリズムの組合せを考えても，密着して配置すると

画面全体が二重に重なった像になります。ある絞り

の大きさ，プリズムと絞りの位置の間隔，結像の画

角とプリズムで光が屈折する角度などをキチンと計

算しないと，近接撮影でのステレオ写真撮影が成り

立ちません。プリズムについては，現代知識から考

えると間違えることがかなりあります。ニュートン

が実験で使用した正三角柱形のプリズムは，夜店の

ような場所で購入したと伝えられています。 
複数の角度のプリズムが組み合わされた光学フィルターを通し

て，それぞれの面に別々な像が見える仕組みは，古くから世界の

各地で考えられていたと思われます。少し新しい（?）光学のし

かけをご紹介します。平将門は 6 人の影武者を従わせ 7 人の姿

で興活躍したとされます。蔦屋重三郎が刊行した「時代世話二挺

鼓」では，7 人の姿に対抗，藤原秀郷（俵藤太）は姿を 8 人に増

やすことで圧倒し打ち勝ったとされています。将門眼鏡（まさか

どめがね）の形は，平板の中央部が正 6 角形で周囲が斜面のプリ

ズムと思われますが，秀郷の姿を映す八角眼鏡では，平板の中央

部が正 7 角形で，周囲の斜面のプリズム効果で 8 人の姿が作り

出されるようです。国立国会図書館デジタルライブラリの図１１）

では，将門が八角眼鏡を手に持っています。プリズムの上に複数

の像が見えることについては，この江戸時代よりもはるかに昔か

ら広く知られていたと思われます， 
図 2 は，高名なニセロン（1613−1646 年）の 1638 年の著書

「奇妙な遠近法」２）の図です。150 年時代を遡ってしまいました。16 の面を持ったプリズムを組み込ん

だ鏡筒の光学系です。この光学装置を通して見ると，元の図には存在していなかった別な人物の姿が

現れます。図 3 は，その原理が分かる様に描かれた図です。この図についても，ぜひ元の図を入手し

て拡大して観賞ください。図番号 LXIV(114)を手掛かりに見つけることが出来ます。 
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図 1 八角眼鏡を手に持っている将門の図 

「時代世話二挺鼓」１）(1788) 
国立国会図書館デジタルコレクション 

 
図 2 ニセロンの著作「奇妙な遠

近法」２）の図 (1638) 
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現代ではデジタル処理で画像の

部分切り出しや配列が簡単にでき

ますが，1638年という時代に複雑

な画像合成を計算し，プリズムの

加工と図の配列が行われていたの

は驚きです。なおこれについては，

1981 年 3 月，当時朝日新聞社の

編集委員だった坂根厳夫氏から再

現実験の相談を受け，ケンコーか

ら発売されていた「ミラージュフィ

ルター」を紹介しました。6 面ミ

ラージュフィルターの使用結果は

「新・遊びの博物誌」３）に掲載され

ているのでご確認ください。 
ステレオ写真撮影でのプリズム

使用で興味深い光学系が図 4 です。これは 1993 年刊行のステレ

オレビュー誌掲載の馬場信幸氏による図をトレースしています。

標準レンズを逆向きに配置した拡大撮影光学系に「オドアウト

(Odd-Out)フィルター」を組み合わせています。このフィルター

はマルミ光機の発売で，正面の被写体の姿を消す働きを持ってい

ます。昆虫や花の見事なステレオ写真の作例を馬場氏から見せて

いただきました。関連の情報で，図 5 の光学系を続けて紹介し

ます。これは馬場氏から提供していただいた図で，1978 年に出

願した特許５）に対応しています。実は図 4 は，図 5 の 15 年後，

入手容易な撮影フィルターを用いる改良型の光学系なのです。 
今回のご紹介は，時間順がバラバラですが年代と順番を確認

し，リンク先を参照してお読みいただければ幸いです。 
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図 3 プリズムを用いた画像

合成２） 

 
図 4 ステレオ写真撮影光学系４） 

(1993) 

 
図 5 ステレオ写真撮影光学系５） 

馬場氏提供 (1978) 
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